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翫馬台国のネ土会
①兼馬台国は、王と (l. )と＼＼岳支配者階綴とぞれに従屑す~(2. )なと‘
がいて身分差があ某。 (3. )や (4-. )の固j度も整ぃ、(5. )もあリ、

(6. )が監視していた。

A僑人は (1)の更南大海の中に在り、••君踪リ倭に至るには・ヽ . (.2)に至る。
廿王の都する所なり。

ゃし

B墨塑三竺頑、倭の女王．．、朝献せんことを求む。．、• そ碑十二月詔書して
低のせ王に報し℃せiく• r __今洪を以て(3)と為し、全印紫綬を佼し装封し・
(1)の知寺に付し仮授せしも'.・....Jと。

C. その）＼年・・・イ黍の廿王・、．（午）国の男王・..素より和せず。(~)以て死す。．．．
更に男王を立てしも国中服せず。...~ 箋た(!,)の索せ(6)の年十三なるを
立てて王と為す。固中遂に定まる。

(I) (I)へ(6)に入る語剌砂 (2・4-は国名、5-6は人名）
1:[ ] 2:[ ] 3:[ 
4:[ ] b:[ ] 6:[ j 
(2) Bの下線環布二呈は本来はミ年だガ：西暦で言うと何年？（ ）年
(3) Aへc,さ全て同じ＇史料怠が、ぞ乃史料名は？ （ 

固兼馬台国論浄

①乎馬台国の位置については(7. )と(8. )があ志力ゞ 7なら
和這c前半には広武の政譴合が成立していたことになリ蜘(9. ) 

につながる。荼鱈桜井市の(10. )遣巽沿注目されて国l
◎一方、 8をとれば9戸 Cf'.!届嘩立したと推定される。連合の一固であ素：
(¥ I. )国は九州北部にあ果と考えジ、ここに (12. )と心機闇

を設置して諸国を検案させていた。 8-{~ 后象巧-
(l)照馬台国の所在地の主要な説は?2つ答盆う。

（ ）説・（ ）説

皿補足 u.,C-魏に加祠泣 以後咋躙、呼函瞑嬌

266年<13. >が晋の都である(I午 ）に使者を派遣←『IS 』I嘩記載
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